
（３） 発注・施工時期の平準化② （都道府県における取組状況～調査～）公共工事の発注・施工時期の「平準化」への取組の例 ～債務負担行為の活用～

地域のインフラ整備やメンテナンスをその担い手を確保しつつ計画的かつ持続的に行うために
は、公共工事の年度内での工事量の偏りを少なくする取組（施工時期等の平準化）を進めるこ
とが有効。

国土交通省直轄工事では、平成２７年度より、これまで単年度で実施することの多かった工事
の一部について、国庫債務負担行為を活用する取組などを開始。

施工時期等の平準化は、担い手である建設事業者の人材・機材の実働日数の向上、技術者・
技能者の処遇改善（年間を通して働ける環境づくり）などに寄与し、建設生産システムの改善
（生産性向上）にも資する。

債務負担行為の活用の取組イメージ

当該年度 次年度

契約時期・施工時期に
関わらず年度末に工期
が集中する傾向

＜工事量の現状＞
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工事着手時期に
よっては次年度
に跨る工期設定
も可能に

（現在）

（今後）

当該年度 次年度

工事に適さない期間（出水期、積雪期等）を
避けて隣接する工事を２回発注

（工事不適） （工事不適）

次年度の第一
四半期も含めた

一連の工事として
の発注も可能に

（例２）（例１）
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